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菊
陽
町
消
防
団
出
初
式
を
１
月

21
日
、
菊
陽
杉
並
木
公
園
ふ
れ
あ

い
広
場
で
開
催
し
ま
し
た
。
４
６

０
人
の
消
防
団
員
が
分
列
行
進
や

通
常
点
検
を
実
施
。
防
災
へ
の
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
立
４
保
育
所
の
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ
も
元
気
に
分
列
行
進

で
入
場
。「
絶
対
に
火
遊
び
は
し
ま

せ
ん
」
と
元
気
い
っ
ぱ
い
に
「
防

平
成
30
年
菊
陽
町
消
防
団

１両種目とも優勝した第５分団　２積載車
がずらりと並ぶ　３総指揮を執った紫藤副団
長　４真剣な表情で点検に臨む　５防災意
識を高める有村団長の訓示　６．７元気いっ
ぱいの幼年消防クラブ　８通常点検で団員の
品位・規律を審査　９有村団長を先頭に一糸
乱れず分列行進

1

2

3

457

8

9

消防団員を募集します �

火
の
誓
い
」
を
宣
誓
し
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
規
律
服
装
の
部

優
勝　
第
５
分
団

２
位　
第
４
分
団

３
位　
第
３
分
団

■
機
械
器
具
の
部

優
勝　
第
５
分
団

２
位　
第
４
分
団

３
位　
第
３
分
団

6

表
彰
者
名
簿（
敬
称
略
）

■
熊
本
県
知
事
定
例
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

第
１
分
団　
鍋
島
二
郎
、
松
野
敬
英
、
福
間
博
信
、

小
林
孝
昭

第
２
分
団　
田
北
正
臣
、
村
上
邦
彦

第
３
分
団　
大
山
憲
治

第
４
分
団　
吉
田
光
一
郎

第
５
分
団　
鹿
子
木
博
幸

■
熊
本
県
消
防
協
会
長
定
例
表
彰

功
績
章

第
１
分
団　
酒
井
尊
弘
、
眞
鍋
豊
宏
、
今
村
太
郎
、

坂
田
悟

第
３
分
団　
笠
紘
彰
、
荒
木
智
美
、
倉
吉
博
之

第
４
分
団　
衛
藤
正
人
、
黒
澤
慎
太
郎
、
吉
岡
洋

伸

第
５
分
団　
紫
藤
光
雄

勤
績
章

第
１
分
団　
荒
川
譲
、
大
塚
陽
平
、
鍋
島
憲
作
、

本
田
孝
司

第
２
分
団　
川
上
邦
博
、
木
村
隆
宏
、
阪
本
善
行

第
３
分
団　
冨
永
博
文
、
西
川
秀
治

第
４
分
団　
江
藤
洋
史
、
竹
田
城
二

第
５
分
団　
齊
藤
大
典
、
山
下
徹
也
、
上
田
隆
生

■
熊
本
県
消
防
協
会
菊
池
郡
支
部
長
定
例
表
彰

優
良
消
防
分
団
表
彰　
第
４
分
団

優
良
消
防
団
員

第
１
分
団　
嶋
田
昇
剛
、
荒
木
新
也
、
森
田
哲
生
、

牧
野
直
弘
、
外
村
優
樹

第
２
分
団　
阪
田
良
太
、
篠
原
宏
司
、
宇
野
善
博

第
３
分
団　
吉
野
雅
之
、
大
山
佑
太
朗
、
清
田
裕

也
、
大
津
剣

第
４
分
団　
軽
部
万
久
、
松
本
晃
吉
、
村
上
貴
大
、

赤
塚
祥
太

第
５
分
団　
上
野
拓
也
、
黒
田
直
人
、
相
馬
傑

本
部
機
動
隊　
酒
巻
知
弘

■
菊
陽
町
長
定
例
表
彰

前
消
防
分
団
長
感
謝
状

前
分
団
長　
上
村
貴
彦
、
阪
本
誠
司
、
白
石
和
彦
、

那
須
啄
弥
、
髙
木
伸
介

優
良
消
防
団
員

第
１
分
団　
嶋
田
昇
剛
、
廣
瀬
修
一
郎

第
２
分
団　
豊
住
祐
太
、
田
中
健
一

第
３
分
団　
吉
野
雅
之
、
吉
岡
貴
志
、
吉
岡
博
幸
、

大
田
健
二
、
藤
島
正
太
郎

第
４
分
団　
渡
邉
努

第
５
分
団　
西
川
大
樹
、
相
馬
傑
、
曽
我
章
太

■
消
防
庁
長
官
表
彰
（
銀
杯
）

勤
続
25
年
以
上
退
職
消
防
団
員

第
１
分
団　
上
村
祐
一

勤
続
15
年
以
上
退
職
消
防
団
員

第
１
分
団　
矢
野
敬
一
、
吉
山
浩
実
、
中
原
憲
太

郎
、
奥
村
宏
範
、
井
上
浩
二

第
２
分
団　
矢
野
将
幸
、
矢
野
哲
郎
、
坂
本
隆
樹
、

阪
本
誠
司
、
瀬
上
寛
史

第
４
分
団　
和
田
雄
治

第
５
分
団　
福
岡
伸
二

■消防団の活動
　消防団は、消防組織法に基づいて全国の市町村に設置
される消防機関です。消防団員はそれぞれ自分の仕事を
持ちながら、地域防災の担い手として地域に密着して活
動しています。住民の安全と安心を守るという重要な役
割を持ち、火災などの事態に備えていろいろな準備をし
ています。
　また、近年は女性の消防団員も増加しており、火災予
防や応急手当の普及啓発などでも活躍しています。
■平常時の活動
❶消火・防災訓練
　火災現場での消火を想定した訓練（放水活動）を行っ
ています。各地域で開催される防火訓練にも積極的に
参加します。
❷救命講習会
　救急車が到着するまでの応急手当の仕方や、ＡＥＤ
の使い方、けがをした人や急な疾病で倒れた人への対
応方法などの講習を受講しています。

❸防火啓発活動
　町内を巡回して防火指導などの啓発活動を行ってい
ます。また、災害時に救護が必要な人を把握すること
も重要な役割です。
■災害時の活動
❶消火活動
　火災の際には、自宅や職場から現場に駆けつけて消
火活動を行います。消防隊員よりも先に現場に到着す
ることもあるため、初期消火や消防隊員の後方支援な
どをその場に応じて展開します。
❷捜索・救助活動
　災害の際には、地域を知り尽くした消防団の捜索・
救助活動は大きな力になります。災害発生直後から地
域と連携し、捜索・救助活動や避難誘導を行います。
❸水防活動
　風水害の際には、河川などの警戒や土のう積みなど
を行います。また、消防隊員と協力して住民の避難誘
導や救助を行うとともに、災害復旧作業も支援します。


